
 

 

令和２年４月３０日 

報道関係者各位 

国立大学法人筑波大学 

 

多様な研究力で新型コロナ危機に臨む！ 

～大学「知」活用支援プログラム～ 

 

国立大学法人筑波大学（学長：永田恭介）研究戦略イニシアティブ推進機構は、世界規模で拡がる新

型コロナウイルスによる危機的状況の解消を目指し、筑波大学のあらゆる分野の専門家が研究力を発揮し

課題解決に寄与することをバックアップする学内公募型研究資金『新型コロナウイルス緊急対策のための大

学「知」活用支援プログラム』を立ち上げました。筑波大学内で選抜された研究プロジェクトは５月に活動を開

始します。 

 

新型コロナウイルス流行は健康上の危機をもたらすだけでなく、都市封鎖による社会システム停止や経

済基盤の崩壊を導くとともに、教育・文化活動の停滞を引き起こすなど全世界市民がかつて直面したことの

ない多次元の危機に晒されてます。 

 

筑波大学は、ウイルス学・疫学の研究者のみならず、感染伝播のシミュレーション、SNSによる情報拡散

分析やAIの専門家、市民の不安拡大対応に詳しい心理学者も擁しています。また、社会・経済システムへ

の影響、緊急時に必要な法整備の検討、さらには文化活動継続や学校教育の新システム、非日常下で健

康を保つ運動法など、危機的状況を改善に導き対応する術を提案できる多様な研究者が集結しています。

この真の総合大学としての研究力で危機対応する活動を、今回の研究支援プログラムは後押しするもので

す。 

 

本プログラムは、大学の研究活性化を担う大学リサーチアドミニストレーター (URA) *の集団が、様々な

専門バックグラウンド（研究・デザイン・ベンチャー・プロスポーツ等）に基づき緊急企画しました。研究者は研

究の実施にとどまらず、研究成果の社会発信によって市民の危機理解を深め、現在や今後起こる可能性の

ある同様の危機への対応力を強化することに努めます。URAは、採択研究プロジェクトの進行と併走して研

究成果発信をサポートする役目を担います。 

 

* URA：University Research Administrator 

大学における最先端研究の推進を専門知識・スキルによりサポートする専門職で、欧米のモデルになら

い、この10年ほどで全国の主要大学への導入が加速している（筑波大学では2012年から）。筑波大学URA

は新型コロナウイルスによる危機的状況においても、科学への情熱を絶やさないための多様な活動を行って

いる。 

 

 

 

 

https://www.osi.tsukuba.ac.jp/
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 参考情報  

『新型コロナウイルス緊急対策のための大学「知」活用支援プログラム』公募 HP 

https://www.osi.tsukuba.ac.jp/info/265 

研究戦略イニシアティブ推進機構  

https://www.osi.tsukuba.ac.jp/ 

筑波大学 URA 研究戦略推進室  

https://ura.sec.tsukuba.ac.jp/ura/ 

 

 問合わせ先  

氏 名 萩原 友希江（はぎわら ゆきえ） 

筑波大学 URA研究戦略推進室 リサーチアドミニストレーター 

〒305-8572 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

E-mail: hagiwara.yukie.fn@un.tsukuba.ac.jp 

Tel: 029-853-4479（当面の間テレワークのためメールでお問い合わせください） 

https://www.osi.tsukuba.ac.jp/
https://ura.sec.tsukuba.ac.jp/ura/
mailto:hagiwara.yukie.fn@un.tsukuba.ac.jp

